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平
成
28
年
度
　

白
鷹
町
重
要
事
業
要
望

　

白
鷹
町
で
は
、
町
の
将
来
像
「
笑
顔
か
が
や
き
心
か
よ
う
美
し
い
ま

ち
」
を
実
現
す
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
地
方
創
生

に
向
け
て
、
ま
ち
づ
く
り
が
着
実
に
実
現
す
る
よ
う
来
年
度
の
重
要
事

業
と
し
て
次
の
項
目
を
国
や
県
に
対
し
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

①
白
鷹
高
等
専
修
学
校
へ
の
支
援

の
充
実
に
つ
い
て　

継
続

　

霞
城
学
園
高
校
技
能
連
携
校
と

し
て
高
等
学
校
卒
業
資
格
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
、
県
か
ら
補
助

金
交
付
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
私

立
高
等
学
校
へ
の
補
助
と
は
大
き

な
差
が
あ
る
た
め
、
私
立
高
等
学

校
と
同
等
程
度
の
支
援
に
つ
い
て

要
望
す
る
も
の
で
す
。

②
地
方
交
付
税
等
の
地
方
財
源
の

確
保
充
実
に
つ
い
て　

継
続

　

財
政
力
の
弱
い
過
疎
団
体
で
あ

る
本
町
が
、
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
地
方
財
源
の
充
実
を
要
望
す

る
も
の
で
す
。

③
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
に
対
す
る
支

援
に
つ
い
て　

継
続

　

高
校
生
の
通
学
に
は
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
地
域
住
民
の
交
通

手
段
と
し
て
、
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線

の
存
続
に
向
け
た
財
政
支
援
等
を

要
望
す
る
も
の
で
す
。

④
デ
マ
ン
ド
交
通
に
対
す
る
支
援

の
継
続
拡
充
に
つ
い
て　

継
続

　

高
齢
者
等
の
生
活
交
通
を
確
保

す
る
た
め
に
、
デ
マ
ン
ド
交
通
へ

の
県
総
合
交
付
金
制
度
の
継
続
拡

充
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

⑤
学
校
等
公
共
施
設
跡
地
利
用
に

つ
い
て　

新
規
要
望

　

白
鷹
西
中
及
び
鷹
山
小
等
の
跡

地
に
つ
い
て
、
雇
用
創
出
に
結
び

付
く
利
活
用
方
法
を
庁
内
組
織
で

検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
に
対
し
て
も
情
報
共
有
や
利

活
用
策
に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の

で
す
。

⑥
自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援
に
つ

い
て　

新
規
要
望

　

２
年
連
続
の
豪
雨
災
害
に
よ
る

避
難
所
開
設
等
を
踏
ま
え
、
自
主

防
災
組
織
へ
の
支
援
を
町
か
ら
の

助
成
に
併
せ
、
国
県
に
対
し
て
も

要
望
す
る
も
の
で
す
。

⑦
少
子
化
・
結
婚
対
策
に
つ
い
て

新
規
要
望

　

子
ど
も
医
療
費
や
保
育
料
等
の

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
軽
減

や
婚
活
支
援
な
ど
の
少
子
化
・
結

婚
対
策
に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の

で
す
。

⑧
医
師
の
確
保
及
び
定
着
化
の
推

進
に
つ
い
て　

新
規
要
望

　

へ
き
地
診
療
や
救
急
医
療
な
ど

を
は
じ
め
、
地
域
住
民
の
健
康
を

守
る
た
め
に
、
町
立
病
院
を
は
じ

め
と
す
る
医
療
機
関
の
医
師
確
保

に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
す
。

⑨
公
共
公
用
建
築
物
整
備
に
対
す
る

木
材
利
用
の
促
進
に
つ
い
て　

継
続

　

木
材
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

木
材
を
利
用
し
た
公
共
公
用
建
築

物
等
整
備
に
対
す
る
助
成
等
の
拡

充
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

⑩
主
要
地
方
道
長
井
白
鷹
線
道
路

改
築
事
業(

荒
砥
橋
工
区)
の
推

進
に
つ
い
て　

継
続

　

今
年
度
、
橋
脚
等
の
工
事
が
予

定
さ
れ
る
荒
砥
橋
架
け
替
え
に
つ

い
て
早
期
完
成
を
要
望
す
る
も
の

で
す
。

⑪
国
道
２
８
７
号(

菖
蒲･

下
山

地
内)

道
路
改
築
事
業
の
早
期
着

工
に
つ
い
て　

継
続

　

道
路
幅
が
狭
く
、
一
部
は
歩
道

が
未
整
備
で
あ
る
同
区
間
に
つ
い

て
、
早
期
の
改
修
に
つ
い
て
要
望

す
る
も
の
で
す
。

⑫
長
井
～
白
鷹
間
の
西
廻
り
幹
線

道
路
調
査
の
早
期
着
工
に
つ
い
て

継
続

　

国
道
２
８
７
号
を
補
完
す
る
幹

線
道
路
の
整
備
に
向
け
た
路
線
調

査
等
に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で

す
。

⑬
峰
岸
地
区
砂
防
自
然
災
害
防
止

事
業(

急
傾
斜
地)

の
早
期
着
工

に
つ
い
て　

継
続

　

八
乙
女
八
幡
神
社
北
部
の
急
傾

斜
地
に
つ
い
て
土
砂
災
害
の
防
止

対
策
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

⑭
平
成
25
年
７
月
及
び
26
年
７
月

豪
雨
災
害
の
県
単
独
河
川
砂
防
事

業
の
推
進
に
つ
い
て　

継
続

　

平
成
25
年
及
び
平
成
26
年
の
豪

雨
で
河
川
に
土
砂
が
堆
積
し
、
危

険
性
が
高
ま
り
農
地
の
取
排
水
に

も
影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
浚
渫
等

の
河
川
機
能
の
回
復
を
要
望
す
る

も
の
で
す
。

⑮
平
成
29
年
度
全
国
高
校
総
体
の

開
催
に
つ
い
て　

新
規
要
望

　

長
井
市
と
と
も
に
本
町
で
予
定

さ
れ
て
い
る
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

競
技
に
つ
い
て
、
施
設
整
備
費
や

運
営
費
の
財
政
支
援
に
つ
い
て
要

望
す
る
も
の
で
す
。

重要事業要望活動始まる
　

こ
れ
ら
の
町
重
要
事
業
に
つ
い

て
は
、
国
や
県
等
の
行
政
機
関
を

は
じ
め
、
地
元
選
出
議
員
等
に
対

し
内
容
を
説
明
し
、
事
業
推
進
へ

の
支
援
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
３
日
に
は
、
佐
藤
町
長
よ

り
青
木
彰
榮
県
議
（
西
置
賜
郡
選

挙
区
）
に
対
し
て
町
重
要
事
業
要

望
書
を
手
渡
し
、
事
業
内
容
を
説

明
す
る
と
と
も
に
、
特
に
県
関
連

事
業
の
推
進
に
つ
い
て
要
望
を
行

い
ま
し
た
。


